
（２）授業実践（運動領域）  

ア  低学年の取組  第１学年  

  （ア）授業実践のポイント  
単元名  中央小ジャンプオリンピック  

単 元 の ゴ ー ル
の姿  

いろいろな跳び方を知り、仲間と声をかけ励まし合いながら場や遊
び方を工夫するとともに、その他の運動遊びに生かしたり、進んで
運動遊びに取り組んだりする児童。  

本 単 元 で 働 か
せ る 見 方 ・ 考
え方  

前方や上方に跳んだり、連続して跳んだりしたりして「する」、友達
の動きを「見る」、友達と協力したりして「支える」、跳び方等を「知
る」といった運動遊びとの多様な関わり方で楽しむこと。  

仮説１について（体育の「見方・考え方」を働かせる学習過程や学習活動の工夫）  
・オリエンテーションで学習の流れを十分に確かめ、幅跳び遊びとケンパー跳び遊

びを同様の学習の流れで活動を行うことで、運動量を確保し、無理なく運動に楽
しむことができるようにする。  

・授業の途中や振り返りの場面で、よい動きをしていた友達を紹介する時間を設け
るようにする。  

（イ）授業の実際（本時３ /５）  

過程 学習活動と主な発問（Ｔ）   教師の支援（・）と子どもの反応（ C）  

導

入 

１課題をつかむ。  

①準備運動  

②跳び遊び  

（ 太 鼓 リ ズ ム 遊 び 、 あ し じ ゃ ん け

ん、だんごむしゲーム）  

③本時のめあてを確認する  

 

 

 

C：だんごむしゲームでは助走    

をつけて跳ぶぼう。  

・跳び遊びでは、前後左右や   

上方に跳んだり、助走をつ  

けて跳んだりする声かけを  

行った。  

  

 

 

展

開 

２課題解決に向けて活動する。  

①グループで幅跳びランドを作り、

楽しむ。  

② 他 の グ ル ー プ が 作 っ た 幅 跳 び ラ

ンドを楽しむ。  

T：箱が 重なっ て高い と ころはどう

やると跳べるかな？  

T： 友 達 の 動 き を 真 似 し て み よ う 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自 分 の お 気 に 入 り の ラ ン ド を 選

んで楽しむ。  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おすすめのポイントを紹介し   

た後、全ての場を経験させ、お  

気に入りの場を選ばせた。  

終

末 

３振り返りをする。  

T：ラン ドや跳 び方で ど んな工夫が

できたかな。   

C：箱を重ねておもしろいランドを作りました。  

C：回りながら楽しく跳んでみました。  

（ウ）考察  

・仲間と声をかけあいながら、自分達で場づくりをし、お気に入り  

の場を選んで跳び方や遊び方を工夫しながら楽しんだことで、意

欲的・主体的に活動できていた。  

・授業の途中で友達の動きを「見る」時間を設け、よい動きを全体   

で共有したことで、跳び方を工夫したり友達の動きを真似したり

しようとする姿が見られた。  

【めあて】自分達の幅跳びランドをつくって、お気に入りのランドで楽しもう。  

＜学習課題＞どんなコースにしたらみんなが楽しめるかな？  

【学びの姿】  
グ ル ー プ の 友 達 と 話 し 合 っ

たり、試したりしながら、オリ
ジ ナ ル の 幅 跳 び ラ ン ド を 作 っ
ていた。  

跳び方や場を選び、楽しみな
がら跳んでいた。  

・ よ い 動 き の 児 童 を 全 体 で 共

有した。  

腕を振って跳ぼう。  

・視点を与え（くねくね、ジグ
サグ、箱、島）、話し合いな
が ら 場 づ く り が で き る よ う
にした。  

ここに島を置いたら

楽しめそうだな。  

箱 の と こ ろは 下 がっ て
助 走 を つ けて 跳 ぼう 。  

 

８  


